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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶仁

多
郡
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

　
　

絲

原

德

康

　

皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
令
和
７
年
の

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
森

林
組
合
の
事
業
運
営
各
般
に
わ
た
り
、
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
一
月
の
地
震
及
び
九
月

の
大
雨
で
能
登
半
島
地
域
が
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
近
年
、
地
震
や
気
候
変

動
に
よ
る
集
中
豪
雨
や
極
端
な
高
温
化
、

干
ば
つ
等
が
世
界
各
地
で
発
生
し
て
お

り
、
日
本
国
内
で
も
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨

災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
再
生
可
能
な
資
源
で
あ

る
木
材
を
供
給
し
、
自
然
災
害
か
ら
人
命

財
産
を
守
り
、
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
な
ど
気
候

変
動
を
緩
和
す
る
機
能
を
持
つ
森
林
の
役

割
が
、
今
こ
そ
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
伐
っ
て
、使
っ
て
、植
え
て
、育
て
る
」

循
環
型
林
業
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
処

し
、
中
山
間
地
域
を
活
性
化
さ
せ
、
持
続

可
能
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
取
組

み
で
あ
り
、
島
根
県
に
お
い
て
は
全
国
に

先
駆
け
て
、
主
伐
と
再
造
林
を
軸
と
す
る

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
国
産
材
利
用
に
向
け
た
動
き
が

加
速
し
続
け
て
お
り
、
よ
り
一
層
、
川
上

か
ら
川
下
の
関
係
者
が
連
携
を
深
め
て
循

環
型
林
業
を
推
進
し
、
外
材
に
頼
ら
な
い

島
根
県
産
材
の
供
給
体
制
を
構
築
し
、
山

村
地
域
の
発
展
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
に
は
森
林
環
境
譲

与
税
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
森
林
の
多
い

地
方
へ
の
配
分
割
合
が
高
め
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
税
が
有
効
に
活
用
さ
れ
、

循
環
型
林
業
の
取
組
み
が
一
層
拡
大
し
て

い
く
よ
う
、
我
々
も
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
で
は
１
月
６
日
に
安
全
祈
願
祭
と

仕
事
始
め
式
を
行
い
、
森
林
作
業
の
安
全

と
組
合
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　

組
合
を
取
り
巻
く
環
境
は
燃
料
や
資
材

の
高
騰
な
ど
に
よ
り
以
前
に
増
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
く
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
健

全
経
営
に
向
け
て
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

邁
進
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
乙
巳
（
き
の
と
・
み
）
と
呼
ば

れ
る
特
別
な
年
に
な
り
ま
す
。
蛇
は
脱
皮

す
る
事
か
ら
、
巳
年
は
新
し
い
自
分
に
生

ま
れ
変
わ
る
と
い
っ
た
再
生
や
進
化
の
象

徴
と
も
さ
れ
、
古
代
か
ら
縁
起
の
良
い
年

と
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年
、
安
全

を
第
一
に
業
務
に
精
励
し
、
組
合
員
の
皆

様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

安
全
祈
願
祭　
八
幡
宮 

陶
山
浩
嗣
宮
司

を
斎
主
に
今
年
一
年
の
安
全
と
健
康
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

仕
事
始
め
式　
組
合
長
の
訓
示
の
後
、
職

員
・
従
業
員
を
代
表
し
て
、
従
業
員
協
議
会 

渡
部
会
長
が
安
全
の
誓
い
を
読
み
上
げ
、
森

林
管
理
隊 

嵐
谷
隊
長
の
号
令
で
安
全
旗
に

向
か
い
全
員
で
指
差
呼
称
を
し
、
今
年
こ
そ

は
ゼ
ロ
災
を
達
成
す
べ
く
誓
い
ま
し
た
。

仕
事
始
め
式
・

安
全
祈
願
祭

日
時

令
和
７
年
１
月
６
日

午
前
10
時
０
０
分
～

場
所

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
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新総代決定
　総代任期満了に伴う新総代の推薦及び立候補を、去る２月１日に締め切ったところ、各選挙区とも総代定数と
同数であり投票は行われず次の方に決定しました。よろしくお願い致します。
　なお、新しく就任された総代の任期は令和７年２月 24 日から令和 10 年２月 23 日まで（３年間）となります。

第１区　仁多地域
（100名）

布勢地区　18名
西 村 義 昭
藤 原 久 一
藤 井 裕 久
宇田川 正 人
内 田 光 彦
陶 山 昌 明
藤 井 健 史
石 原 武 志
岸 本 徳 光
山 田 伸 二
恩 田 　 光
植 田 昭 宣
石 原 正 義
妹 尾 勝 友
内 田 久 貴
岩 田 俊 次
友 塚 清 次
岩 田 勝 美
三成地区　22名
安 原 利 明
藤 原 整 二
森 桜 俊 治
石 山 和 敏
藤 原 武 志
藤 原 　 賢
和久利 充 雄
内 尾 富 長
渡 部 省 二
川 西 孝 行
山 田 孝之助
渡 部 謙 二
川 西 雅 之
川 西 基 吉
和久利 裕 一
藤 原 好 夫
小田川 一 志
内 田 義 治
糸 賀 慎 二
村 尾 良 吾

安 部 昭 宏
須 山 重 信
亀嵩地区　23名
米 原 友 雄
藤 原 申 治
佐 藤 安 則
佐 藤 秋 男
横 路 仁 朗
佐 藤 昌 利
比和野 誠 治
岩 名 英 明
岩 田 年 之
小 笹 敏 範
三 澤 良 徳
佐 藤 光 明
石 原 宏 二
村 上 　 輝
内 田 俊 雄
若 槻 武 男
原 田 　 勲
鳥 谷 幹 雄
久 井 　 一
小 林 幹 也
石 原 寿 伸
若 槻 幹 穂
伊 藤 正 樹
阿井地区　24名
木地谷 団 一
田 部 邦 男
糸 賀 満 広
史 陀 秀 俊
竹 内 長 雄
安 部 義 治
若 槻 輝 夫
長谷川 　 勝
山 田 賢 治
山 田 哲 夫
立 石 好 美
山 本 宏 二
藤 原 富 雄
藤 原 　 修
内 田 正 次
藤 原 信 夫

福 田 充 雄
藤 原 　 修
山 根 義 人
高 橋 　 修
坪 倉 武 志
松 原 宗 治
荒 金 光 正
戸 田 祐 久
三沢地区　13名
吉 川 康 夫
梅 木 義 道
佐 藤 雄 三
長谷川 利 治
藤 原 　 治
森 山 富 夫
渡 部 幸 雄
朝 倉 一 彦
内 田 幸 伸
森 山 　 公
藤 原 研 一
大 坂 秀 人
佐 貫 秀 幸

第２区　横田地域
（100名）

鳥上地区　20名
佐 藤 　 勉
藤 原 包 房
正 木 一 徳
堀 江 一 栄
景 山 守 保
松 崎 敦 史
高 尾 　 修
安 部 昌 平
浅 野 　 清
松 本 清 洋
畑 　 幸 雄
安 田 充 志
松 﨑 利 明
長 澤 嘉 昭
荒 木 輝 於
恩 田 洋 一
嵐 谷 直 明

部 田 博 善
落 合 勝 敏
藤 木 俊 成
横田地区　29名
足 立 隆 志
山 本 正 志
浅 野 　 哲
岩 佐 重 信
藤 原 隆 司
上 田 典 弘
松 岡 道 夫
内 田 和 夫
田 部 利 昭
高 木 　 茂
内 田 　 薫
安 部 正 人
川 西 　 均
安 部 傭 造
多 根 　 一
荒 金 智 之
松 﨑 武 俊
石 原 良 治
松 本 　 亨
須 山 徳 一
杠 　 照 男
岡 田 篤 志
内 田 　 弘
谷 口 　 栄
出来山 達 朗
松 崎 光 晴
吾 郷 富士男
藤 原 　 優
部 原 　 広
八川地区　25名
田 尾 　 清
中 湯 　 登
武 繁 隆 行
荒 木 　 正
野 沢 逸 男
堀 尾 敏 久
友 塚 昭 二
佐 伯 勝 年
高 田 雅 生

小 川 友 之
松 崎 保 治
石 原 　 誠
水 田 信 美
中 林 　 實
藤 原 敏 治
石 原 　 博
中 林 照 夫
安 部 　 武
佐 藤 由 昭
安 部 修 史
松 﨑 洋 樹
小早川 貞 利
上 田 　 仁
藤 原 　 久
田 部 壽 子
馬木地区　26名
杠 　 良 智
野 原 万寿老
千 原 正 範
青 木 秀 樹
大 塚 光 佳
眞 田 　 猛
蔦 川 康 雄
田 中 克 彦
戸 屋 　 登
澤 井 浩 二
吉 川 光 則
藤 原 英 伸
杠 　 直 臣
山 田 　 隆
石 原 善 博
藤 﨑 義 樹
佐佐木 幸 雄
安 部 将 行
山 崎 百合枝
松 本 　 巌
野 津 　 強
内 田 　 博
蔦 川 泰 雄
三 澤 明 大
藤 原 努 志
立 石 和 之
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【
意
見
発
表
者
】

◀
管
理
隊
　
景
山
優
太
さ
ん

　

令
和
６
年
７
月
４
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
に
お
い
て
労
働
安
全
衛
生
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
堀
江
専
務
の
挨
拶
の
後
、
各
種
表
彰
を
行
い
、
意
見
発
表

は
、
管
理
隊
の
景
山
優
太
さ
ん
と
従
業
員
の
宇
田
純
貴
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験

と
培
っ
て
き
た
知
識
を
基
に
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
労
働
衛
生
講

習
会
と
し
て
、
株
式
会
社
ミ
ッ
ク　
代
表
取
締
役
社
長 

宮
脇
和
秀
様
を
講
師
と
し

て
「
人
や
良
き
仕
組
み
の
定
着
に
は
風
土
作
り
を
」
の
講
演
、
ま
た
、
労
働
安
全

講
習
会
は
、
島
根
県
東
部
農
林
水
産
振
興
セ

ン
タ
ー
雲
南
事
務
所 

林
業
普
及
第
二
課 
林

業
普
及
員 

名
生
啓
晃
様
と
林
業
普
及
第
一

課　

主
任
林
業
普
及
員 

石
橋
悠
樹
様
を
講

師
に
「
林
内
作
業
に
お
け
る
注
意
す
べ
き
野

生
動
物
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
そ
れ
ぞ
れ
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で
安
全

の
誓
い
を
決
議
し
、
ゼ
ロ
災
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
、
亀
嵩
の
事
業
合
同
セ
ン
タ
ー
で
山
の
神
祭

礼
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
役
職
員
従
業
員
一
同
、
山
の
恵

と
そ
こ
で
仕
事
が
で
き
る
事
に
感
謝
し
、
今
後
の
安
全
作

業
と
組
合
事
業
の
発
展
を
祈
願
し
ま
し
た
。
ま
た
、
祭
礼

後
は
旧
高
田
小
学
校
体
育
館
を
会
場
に
、
人
権
同
和
研
修

と
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
講
師　
佐
藤
み
ど
り
様
に
よ
る
「
み
ん

な
が
生
き
や
す
い
未
来
に
つ
い
て
」
を
研
修
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
多
様
性
を
認
め
る
時
代
に
必
要
な
知
識
や
考

え
方
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
森
林
組
合
代
表
監
事 

糸

原
裕
朋
様
に
よ
る
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
」
を
行
い

ま
し
た
。
研
修
で
は
、
実
例
を
交
え
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
と
は
何
か
を
分
か
り

や
す
く
学
び
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
事
業
合

同
セ
ン
タ
ー
で
伐
木
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
研

修
で
は
森
川
班
長
・
北

村
班
長
指
導
の
基
、
安

全
で
正
確
な
伐
木
方
法
・

手
順
等
、
実
際
に
丸
太

を
伐
っ
て
実
践
し
ま
し

た
。
正
し
い
値
が
数
値

化
さ
れ
て
い
た
の
で
、

伐
木
後
計
測
し
て
今
の

自
ら
の
力
量
と
目
標
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
大
会

労
働
安
全
衛
生
大
会
　　
開
催
開
催

労
働
安
全
　
標
語

「
迷
っ
た
ら　

迷
わ
ず
中
断　

安
全
確
認
」

松
原
絵
里
香
主
任
主
事

労
働
衛
生
　
標
語

「
心
と
体
を
大
切
に　

自
ら
進
ん
で
健
康
づ
く
り
」

伊
藤
夏
希
主
任
主
事

～
労
働
安
全
衛
生
標
語
～

～
労
働
安
全
衛
生
標
語
～

【
優
良
班
長
表
彰
】

　
◀
立
石
義
人
班
長

【
無
事
故
競
争
表
彰
】

代
表
　
渡
部
将
美
会
長

【
意
見
発
表
者
】

◀
従
業
員
　
宇
田
純
貴
さ
ん

山
の
神
祭
礼
・
各
種
研
修ＬＧＢＴＱ講師

佐藤みどり様
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【
島
根
県
立
農
林
大
学
校 

林
業
科
】

　

９
月
９
日
～
13
日
の
５
日
間

　

大
学
２
年
生　
１
名

　

島
根
県
立
農
林
大
学
校 

林
業
科
の
生
徒
さ
ん
が
就
業

体
験
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
測
量
や
図
面
作
成
、
写
真
管

理
な
ど
職
員
と
一
緒
に
山
を
歩
き
色
々
な
体
験
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

職

入

受

験

体

業

【
横
田
高
校
　
林
業
カ
フ
ェ
】

　

横
田
高
校
１
年
生　
66
名

　

森
林
組
合
の
若
手
職
員
を
派
遣
し
高
校
生
と
お
菓
子

を
食
べ
な
が
ら
、
色
々
な
お
話
し
を
し
て
き
ま
し
た
。

仕
事
の
こ
と
、
趣
味
の
こ
と
な
ど
を
話
し
、
楽
し
く
交

流
で
き
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
と
し
て

林
業
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
中
学
校
職
場
体
験
】

　

10
月
１
日
～
３
日　

　

仁
多
１
名　
横
田
２
名　

中
学
３
年
生　
３
名

　

仁
多
・
横
田
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
か
ら
職
場
体
験
に

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
日
間
で
様
々
な
作
業
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
特
に
林
産
現
場
で
の
重
機
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
体
験
で
は
、
み
な
さ
ん
筋
が
良
く
上
手
に

操
作
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

注意!!補助金を活用し補助金を活用し
山林を整備された方へ山林を整備された方へ
～本当に気を付けてください!!～

　平素は森林組合購販センターをご利用頂き誠にあ
りがとうございます。この度、令和７年４月から横
田の修理部門を本所（三成）へ移動し営業致します。
なお、横田での購買品取扱いは、令和７年９月末を
目途として当面の間営業致しますが、その後は全て
の業務を本所へ移管する予定です。そのことから、
横田での店舗営業日は週３日程度の営業とさせて頂
き、営業日に関するお知らせを店頭及びホームペー
ジに掲示致します。ご不明な点は総務課（電話５４
－００２１）までお願い致します。ご利用の皆様に
はご不便をお掛けしますが、ご理解賜りますよう宜
しくお願い申し上げます。

横田支所横田支所  及び及び  購販センター購販センター
業務について  業務について  （お知らせ・お願い）（お知らせ・お願い）

横田購販センターからお知らせ

　森林環境保全事業の補助金を活用して、再造林
や間伐などの山林の手入れを行った場合、翌年度
から数えて５年間はその山林の伐採や販売、森林
以外への転用は出来ません。もし違反した場合、
補助金を返還しなければな
りませんのでご注意くださ
い。面積によってはかなり
大きな金額になります。手
入れした山林の伐採を計画
される場合は、一度、森林
組合までご相談ください。
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　11 月 27 日　出雲木材市場で町外研修を行いま
した。木材市場の競りの様子を見学。当日は仁多
郡森林組合からの出木もあり、一同興味深く研修
しました。

魅山の会魅山の会　　活動報告活動報告
　令和６年８月２日、恒例の納涼会を行いました。
ＢＢＱを囲みながら楽しく賑やかに親睦を深めま
した。

納涼会納涼会をを行いました行いました

交
通
安
全
・

救
急
救
命
講
習

　
10
月
18
日　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
で

交
通
安
全
講
習
及
び
救
急
救
命
講
習
を
行
い

ま
し
た
。
交
通
安
全
講
習
は
、
三
成
広
域
交

番
の
秦
野
所
長
を
講
師
に
、
実
際
に
起
き
た

交
通
事
故
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
を
見
て
危
険
ポ
イ

ン
ト
や
予
防
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
救
急
救

命
講
習
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
に
講
師
を
派

遣
し
て
い
た
だ
き
胸
骨
圧
迫
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
講

習
は
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
。
交
通
安
全

は
自
ら
も
他
人

も
守
る
事
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、

有
事
の
際
に
自

分
に
と
っ
て
大

切
な
人
や
、
誰

か
に
と
っ
て
大

切
な
人
の
命
を

救
う
た
め
繰
り

返
し
訓
練
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

交通 救命

　

２
０
３
０
年
に
島
根
で
開
催
さ
れ
る
「
か
み
あ
り
国
体
」

へ
向
け
て
、
競
技
力
向
上
、
大
会
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の

貢
献
を
す
る
人
材
確
保
の
た
め
、
全
国
で
活
躍
す
る
選
手
、

指
導
者
の
就
職
支
援
を
す
る
活
動
で
す
。
仁
多
郡
森
林
組
合

も
協
力
企
業
と
し
て
登
録
し
ま
し
た
。
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
時
間
バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
良
い
職
場
で
す
。
奥
出
雲
へ

帰
っ
て
き
て
ス
ポ
ー
ツ
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
る
学
生
、
社
会
人
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
是
非
お
声
が

け
下
さ
い
。

　

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
お
気
軽
に
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ア
ス
リ
ー
ト
就
職
協
力
企
業
に

ア
ス
リ
ー
ト
就
職
協
力
企
業
に

登
録
し
ま
し
た

登
録
し
ま
し
た
!!!!
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⃝機 械 に よ る 地 拵 え…植栽前に重機を使って植付場所を整理することで、従来の手作業に比べて労働生産
性が向上します！また、表土を掻き均すことで植栽後の雑灌木の繁茂を抑制し下刈
作業時の負担軽減につながります！

⃝コ ン テ ナ 苗 の 植 栽…従来の裸苗（根がむき出しの苗）に代わるコンテナ苗（野菜苗のような根鉢のある苗）
を用いることで植付作業の負担軽減と活着率の向上が期待できます！

⃝伐採と造林の一貫作業…伐採作業を行いながら現場にある重機を用いて植栽までの準備を行います。木材搬
出と機械地拵えを並行的に行うことで植栽までのコストを抑えることができます！
また、搬出車両を用いた苗木運搬も検討しています。

その他、ドローンを使っ
た苗木運搬、衛星情報
を使った測量技術など、
林業界では先進的な技
術の開発が進んでおり、
私たち森林組合も創意
と工夫を生かし、さら
なる高みを目指して頑
張っています！

＊住所、連絡先等が
　変わった場合は
　連絡を
転居などにより住所や
連絡先が変更になった
場合は組合まで連絡を
お願いします。組合か
ら大切なお知らせをお
届けできなくなる場合
があります。ご協力を
お願い致します。

森林組合の取組紹介～施業の低コスト・省力化について～



お問い合わせ・ご連絡はこちらまで

本　所
〒699-1511　仁多郡奥出雲町三成444-2

☎（0854）54-0021　FAX（0854）54-1004

横田支所・購販センター
〒699-1822　仁多郡奥出雲町下横田100-1

☎（0854）52-1597　FAX（0854）52-0542

事業合同センター
〒699-1701　仁多郡奥出雲町亀嵩2568-1

☎・FAX（兼用） （0854）57-0086

編集
後記

　寒い日が続きますがいかがお過ごしでしょうか。大雪の除雪作業も大変でした。しかし、暖かい春はもうす
ぐです。健康管理には十分ご留意していただき、皆さまの今年一年が良い年になることをお祈りいたします。

（T.M）
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電 話 52-1597
FAX 52-0542購販センターからのお知らせ

たどん　10㎏切炭　12㎏

E2235S/350
¥81,400（税込）

E2125TS/250
¥60,500（税込）

RA3123
¥58,300（税込）
RA3021
¥51,700（税込）

ジュラルミン操作稈
RM3027
¥69,300（税込）
RM3025
¥62,700（税込）

M801-ML 型
ツムラチップソー研磨機 
¥25,900（税込）

SGC-S402A SGC705RD


